地歌筝曲の研究 : 八重崎検校の手付けについての考察 by 山内 隆雄
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 (1) 「夕顔」2 
   作詞 不詳「源氏物語」より取材 
   作曲 菊岡検校 





  前歌 
   住むや誰、訪ひてや見んと、たそがれに 
 ＜短い合いの手＞ 
   寄する車のおとずれも、絶えてゆかしき 
   中垣の、 
 ＜短い合いの手＞ 
   すきま求めて垣間見や。 
 ＜合いの手＞ 
   かざす扇にたきしめし、空だきものの 
   ほのぼのと、 
 ＜短い合いの手＞ 
   主は、白露、光を添へて、 
 ＜手事＞ 
  後歌 
   いとど映えある夕顔の、 
   花に結びし仮寝の夢も、 
 ＜短い合いの手＞ 




















































































 (2) 「楫枕」3 
    作詞 橘遅日庵 
    作曲 菊岡検校 





 ア 前歌 
   空艪押す 水の煙のひとかたに  
   なびきもやらぬ 川竹の  
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   浮き節繁き 繁き浮き寝の泊まり舟 
 ＜合いの手＞ 
   寄る寄る身にぞ思い知る 
   浪か涙か苫もる露か 
   濡れにぞ濡れし我が袖の 
   絞る思いをおし包み 
   流れ渡りに浮かれて暮らす 
   心づくしの楫枕 
 ＜短いマクラ＞ 




 ウ 後歌 
   差して行方の遠くとも 
 ＜短い合いの手＞ 
   つひに寄る辺は岸の上の 
   松の根堅き契をば 
   せめて頼まん頼むは君に 
 ＜短い合いの手＞ 
   心許して君が手に 
 ＜短い合いの手＞ 





























































































































 1789 寛政 
 1802 享和 
 1804 文化 
 1818 文政 
      1822 
      松浦 
 1830 天保 
 1844 弘化          石川 
         1847 
 1848 嘉永    菊岡 1849八重崎 
 1854 安政             1853 
                   光崎 
 
 (2) 八重崎の箏手付けした作曲家の主要作品5 
 ①八橋検校 「みだれ」替手 
       「八段の調」替手 
 ②峰崎勾当 「越後獅子」 
 ③松浦検校 「宇治巡り」「四季の眺め」 
       「四つの民」「玉の台」 
       「若菜」「新浮舟」 
 ④菊岡検校 「茶湯音頭」「園の秋」 
       「舟の夢」「笹の露」 
       「竹生島」「梅の宿」 
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       「夕顔」「御山獅子」 
       「楫枕」「今小町」「磯千鳥」 
 ⑤石川勾当 「新青柳」「八重衣」 


























  箏の雲井調子  「大内山」など 
 
 
  箏の半雲井調子 「楫枕」「笹の露」など 
 
 














































































１ 「日本芸能セミナー 箏三味線音楽」 
    平野健次監修 白水社」2002第８刷 
２ 邦楽社発行 三絃楽譜 夕顔 
             平成18年 46版 
        生田流箏曲 夕顔 
              2018 ３版 
３ 邦楽社発行 三絃楽譜 楫枕 
             平成15年 37版 
        生田流箏曲 楫枕 
              2019年 ３版 
４ 「よくわかる箏曲地歌の基礎知識」 
    当道音楽会編 久保田敏子 著 
       2013年 第10刷 
５ 各種地歌箏曲演奏会の楽曲紹介から 
 
 
